
法

律

第
二
条

被
害
者

被
害
者
（
第
二
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
関
係
に

あ
る
相
手
か
ら
の
暴
力
を
受
け
た
者
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）

第
六
条
第
一
項

配
偶
者
又
は
配
偶
者
で

あ
っ
た
者

同
条
に
規
定
す
る
関
係
に
あ
る
相
手
又
は
同
条
に

規
定
す
る
関
係
に
あ
る
相
手
で
あ
っ
た
者

第
十
条
第
一
項
か
ら
第
四
項

ま
で
、
第
十
一
条
第
二
項
第

二
号
、
第
十
二
条
第
一
項
第

一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び

第
十
八
条
第
一
項

配
偶
者

第
二
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
関
係
に
あ
る
相
手

第
十
条
第
一
項

離
婚
を
し
、
又
は
そ
の
婚

姻
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合

第
二
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
関
係
を
解
消
し
た

場
合

平成™œ年�月š日 水曜日 (号外第˜›š号)官 報

第
二
十
九
条
中
「
保
護
命
令
」
の
下
に「（
前
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で

の
規
定
に
よ
る
も
の
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

第
三
十
条
中
「
含
む
。）」
の
下
に「
又
は
第
二
十
八
条
の
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
二
条
第
一
項（
第

二
十
八
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加

え
る
。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
五
年
七
月
三
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
七
十
二
号

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
中
「
保
護
」
を
「
保
護
等
」
に
改
め
る
。

目
次
中
「
第
五
章

雑
則
（
第
二
十
三
条
e

第
二
十
八
条
）」を「
第
五
章

雑
則
（
第
二
十
三
条
e

第
二
十
八
条
）

第
五
章
の
二

補
則
（
第
二
十
八
条
の
二
）

」

に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
こ
の
項
」
の
下
に
「
及
び
第
二
十
八
条
の
二
」
を
加
え
る
。

第
五
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
五
章
の
二

補
則

（
こ
の
法
律
の
準
用
）

第
二
十
八
条
の
二

第
二
条
及
び
第
一
章
の
二
か
ら
前
章
ま
で
の
規
定
は
、
生
活
の
本
拠
を
共
に
す
る
交
際
（
婚
姻
関

係
に
お
け
る
共
同
生
活
に
類
す
る
共
同
生
活
を
営
ん
で
い
な
い
も
の
を
除
く
。）を
す
る
関
係
に
あ
る
相
手
か
ら
の
暴

力
（
当
該
関
係
に
あ
る
相
手
か
ら
の
身
体
に
対
す
る
暴
力
等
を
い
い
、
当
該
関
係
に
あ
る
相
手
か
ら
の
身
体
に
対
す

る
暴
力
等
を
受
け
た
後
に
、
そ
の
者
が
当
該
関
係
を
解
消
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
関
係
に
あ
っ
た
者
か
ら
引

き
続
き
受
け
る
身
体
に
対
す
る
暴
力
等
を
含
む
。）及
び
当
該
暴
力
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
関
係
に
あ
る

相
手
か
ら
の
暴
力
」
と
読
み
替
え
る
ほ
か
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ

れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
五
年
七
月
三
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
七
十
三
号

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
条
第
一
項
中
「
怨え

ん

恨
」
を
「
怨
恨
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
か
け
若
し
く
は
」
を
「
か
け
、」に
改
め
、「
用

い
て
」
の
下
に
「
送
信
し
、
若
し
く
は
電
子
メ
ー
ル
を
」
を
加
え
、
同
項
第
八
号
中
「
性
的
羞し

ゆ
う

恥
心
」
を
「
性
的
羞

恥
心
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
四
項
中
「
前
三
項
」
を
「
前
各
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
五
項

と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

警
察
本
部
長
等
は
、
警
告
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
警
告
の
内
容
及
び
日
時
を
第
一
項
の
申
出
を
し
た

者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

警
察
本
部
長
等
は
、
警
告
を
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
第
一
項
の
申
出
を
し

た
者
に
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条
第
一
項
中
「
と
き
は
」
の
下
に
「
、
当
該
警
告
に
係
る
前
条
第
一
項
の
申
出
を
し
た
者
の
申
出
に
よ
り
、
又

は
職
権
で
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
各
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
二

項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

３

一
の
公
安
委
員
会
が
禁
止
命
令
等
を
し
た
場
合
に
は
、
他
の
公
安
委
員
会
は
、
当
該
禁
止
命
令
等
を
受
け
た
者
に

対
し
、
当
該
禁
止
命
令
等
に
係
る
第
三
条
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
に
つ
い
て
禁
止
命
令
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

４

公
安
委
員
会
は
、
第
一
項
の
申
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
禁
止
命
令
等
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該

禁
止
命
令
等
の
内
容
及
び
日
時
を
当
該
申
出
を
し
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

公
安
委
員
会
は
、
第
一
項
の
申
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
禁
止
命
令
等
を
し
な
か
っ
た
と
き
は
、速
や
か
に
、

そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
当
該
申
出
を
し
た
者
に
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部
改
正
）

２

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
第
十
六
号
中
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
を
「
配
偶
者

か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、「
規
定
」
の
下
に「（
同
法
第
二
十
八
条
の
二

に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

（
民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

３

民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
一
六
の
項
イ
及
び
同
表
一
七
の
項
ホ
中
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す

る
法
律
」
を
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
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